
　

外
観
で
は
、
お
な
じ
み
の
人
が
多
い
赤
煉レ

ン
ガ瓦

記

念
館
。
し
か
し
、
そ
の
中
の
様
子
を
知
る
人
は
と

て
も
少
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
カ
メ
ラ
を
片

手
に
扉
の
向
こ
う
へ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

ま
ず
１
階
は
、
所
有
者
で
あ
る
九
州
日
立
マ
ク

セ
ル
の
製
品
展
示
室
。
当
初
の
懐
か
し
い
形
の
シ

ェ
ー
バ
ー
（
電
気
カ
ミ
ソ
リ
）
か
ら
最
新
式
の
ロ

ー
タ
リ
ー
式
シ
ェ
イ
バ
ー
、
イ
オ
ン
式
の
ド
ラ
イ

ヤ
ー
ま
で
、
同
社
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
レ
ト
ロ
な
階
段
を
上
っ
て
い
く
と
…

そ
こ
に
は
、
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
空
間
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
重
厚
な
内
装
に
浮
か
び
上
が
る
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
つ
り
下
げ
式
で
や
わ
ら
か
な
光

を
放
つ
無
数
の
ラ
イ
ト
、
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
さ

旧
方
城
町
の
積
極
的

な
誘
致
を
は
じ
め
、
産
炭

地
振
興
の
要
請
や
将
来

的
展
望
を
踏
ま
え
、
九

州
日
立
マ
ク
セ
ル
は
昭

和
45
年
３
月
に
資
本
金

５
千
万
円
で
当
地
に
設

立
し
、
７
月
か
ら
操
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
や
が
て

電
気
カ
ミ
ソ
リ
で
世
界
初

の
ロ
ー
タ
リ
ー
シ
ェ
イ
バ

ー
を
開
発
。
今
や
年
商

約
１
３
０
億
円
、
敷
地
内

で
は
約
４
百
人
が
働
き
、

中
国
に
７
か
所
の
協
力
工

場
を
有
す
る
企
業
へ
と

発
展
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
シ
ェ
ー
バ
ー

や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
開
発
・

デ
ザ
イ
ン
、
精
密
機
器
や

イ
オ
ン
水
生
成
器
の
製

作
、
医
療
介
護
分
野
で

は
血
液
分
析
装
置
や
床

ず
れ
防
止
マ
ッ
ト
な
ど
も

開
発
し
て
い
ま
す
。
赤
レ

ン
ガ
記
念
館
は
、
創
業
当

初
、
事
務
所
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在

は
同
社
の
象
徴
的
建
物

と
し
て
親
し
ま
れ
、
大
切

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉

２
階
の
内
装

著
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
ト

ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

た
内
装
は
、
す
べ
て
計
算
し

つ
く
さ
れ
、
応
接
ス
ペ
ー
ス

を
魅
力
あ
る
空
間
へ
と
演
出

し
て
い
ま
す
。

内
壁
に
も
ふ
ん
だ
ん
に
赤

レ
ン
ガ
を
用
い
、
２
階
の
天

井
を
取
り
払
っ
て
む
き
出
し

に
な
っ
た
鉄
骨
や
屋
根
部
分

に
は
モ
ス
グ
リ
ー
ン
を
配
色
。

上
部
の
空
間
が
十
分
に
あ
る

た
め
、
重
厚
で
あ
っ
て
も
開

放
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
照

明
は
や
や
暗
め
で
、
や
わ
ら

か
く
温
か
い
光
に
設
定
。
鉄

骨
は
戦
艦
大
和
な
ど
と
同
じ

手
法
で
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
ト
を

使
わ
な
い
リ
ベ
ッ
ト
固
定
。

イ
ン
テ
リ
ア
も
机
や
イ
ス
な

ど
は
特
注
で
、
床
の
材
質
や

色
と
も
調
和
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
訪
れ
た
人
が
す

ぐ
に
目
を
引
く
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
は
、
最
高
品
質
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た

芸
術
品
。
そ
の
中
央
に
は
社

名
を
略
し
た「
Ｋ
ｙ
ｕ
ｍ
ａ（
九

マ
）」
の
文
字
装
飾
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
喫
茶
室
か
ら
漂

う
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
も
こ
の

空
間
の
魅
力
を
高
め
る
要
素

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

インテリア
デザイナーによるこだわりの特注品。

せ
る
む
き
出
し
の
鉄
骨
…
。
同
社
の
応
接
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
２
階
は
、
西
欧
風
の
外
観
と
調

和
し
た
趣

お
も
む
き

深
い
雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
た
び
重
な
る
台
風
の
強
風
に
も
た
え
て
き
た

頑
丈
な
造
り
の
建
物
で
す
。
レ
ン
ガ
の
柱
や
壁
面

は
予
想
以
上
に
粘
り
が
あ
る
の
で
、
耐
性
が
強
く
、

倒
れ
な
い
ん
で
す
よ
」
と
、
伊
方
の
職
員
区
で
生

ま
れ
育
っ
た
九
州
日
立
マ
ク
セ
ル
の
仲
村
一
秀
さ

ん
。
記
念
館
は
来
客
者
の
印
象
に
強
く
残
る
建
物

と
し
て
、
反
響
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

赤
煉レ

ン
ガ瓦
記
念
館
が
登
録
さ
れ
て
い
る
国
の
「
登

録
文
化
財
制
度
」
は
、
残
し
て
お
き
た
い
歴
史
的

建
造
物
を
文
化
財
と
し
て
位
置
づ
け
な
が
ら
保
存

す
る
制
度
で
す
。
築
50
年
以
上
が
条
件
で
、
文
化

財
指
定
制
度
と
は
異
な
り
、
規
制
は
緩
や
か
で
、

外
観
を
大
き
く
変
え
な
い
限
り
自
由
に
活
用
で
き

る
の
が
最
大
の
特
徴
。
九
州
日
立
マ
ク
セ
ル
は
こ

の
利
点
を
最
大
限
に
活
用
し
、
雰
囲
気
を
損
な
う

こ
と
な
く
保
存
に
努
め
て
い
ま
す
。
赤
レ
ン
ガ
記

念
館
の
見
学
は
、
平
日
の
み
の
予
約
制
。
お
問
い

合
わ
せ
は
同
社
☎（
２
２
）０
５
８
５
ま
で
。

す
ご
く
気
に
な
る

赤
レ
ン
ガ
の
内
側

「
ア
ッ
」
と
驚
く
扉
の
向
こ
う
…

特集 集 文化財総覧

仲村 一秀さん
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ステンドグラス
最高級のガラスを使った記念館内の象徴。

鉄骨
鉄骨は戦艦などにも用いるリベット固定。

壁
当初から50㎝の厚さを誇る分厚い壁。

◉

九
州
日
立
マ
ク
セ
ル
の
設
立

↓会社創設前、日立マクセル幹部による現地視察。↓創業当時の会社全景と現在の正門付近。↓社内報の「赤れんが」。

九州日立マクセルの製品展示室となっている赤レンガ記念館の１階。主力商
品のロータリーシェイバーやドライヤーをはじめ、同社の実績や商品開発の
軌跡、製品の移り変わりなどがわかりやすくまとめられ、展示されています。１ＦＦ九州日立マクセルの応接スペースとして利用されている２階。１階とは趣を

変え、落ち着いた雰囲気を醸し出しています。商談室やゲストルーム、喫茶
室などがあり、赤レンガ記念館ならではの重厚感を満喫することができます。２Ｆ２Ｆ

式シェイバ とイ
オン式ドライヤー。

九マのシンボル九マのシ九マのシン
的な建物です。でで
幼いときから赤レンガの幼いときから幼いときから赤

近くで遊んでいたわたしに近くで遊ん近くで遊んで
とって愛着の深い建物で
あり、わが社の象徴的な
建物でもあります。昔、方
城炭鉱で働いたかたの遺
族が、遠方からはるばる位
牌と遺影を持って訪れてく
ださったことが、とても印
象に残っています。赤煉
瓦記念館には、これからも
変わらず、風雨にたえ続け
て欲しいと願っています。


